
富山市保育所等入所利用調整に関する基準の一部改正 

について 

１ 概要 

   平成 28 年 11 月に制定した富山市保育所等入所利用調整に関する基準に
ついて、一部改正するもの。

２ 施行日 

   平成 29 年 11 月 1 日
    平成 30 年度新年度入所及び平成 29 年度 12 月入所から適用する。

３ 主な改正の内容 

  （1）虐待・DV による保育所利用希望への配慮
    ・基礎点数を 13 点から 17 点に引上げ
    ・「児童福祉の観点から市長が特に必要と認める場合には、優先順位に

よらず保育所の利用を認めることがある。」と規定

  （2）兄弟が別々の施設に入所している世帯における転所希望への配慮
    ・加算項目（1 点）を新設
  （3）広域利用における取扱いについての規定
    ・市外居住者は、市内居住児童の利用調整後に受入可能な場合にのみ市

内施設を利用できる旨を明文化 

４ 富山市保育所等利用調整に関する基準の公開について 

（1）子ども・子育て会議（H29.10.10 開催）にて、一部改正の報告
（2）こども支援課ホームページに掲載（H29.11.1 から）
（3）窓口での配布及び提示（H29.11.1 から）
（4）「保育所等入所のご案内」に掲載（H29.10 月中旬配布予定）

以 上

…優先順位２(4)

…基準表 2-ｆ

資料 ５ 

…広域利用における取扱い 

…基準表 1-10
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富山市保育所等入所利用調整に関する基準

H29.11.1施行
 １ 趣 旨

   保育所等の入所について、施設等の受入れ可能数を超える申込みがあった場合におけ

る利用調整基準（優先順位）について定めるもの。

 ２ 優先順位について

（１）基準表（別表）で父母（父母ともに不在の場合は、児童の保護者と読み替える）に

ついて採点し、点数の低い者を採択し比較する。（点数の高い家庭を優先させる。）

（２）基準表で同点となる場合は、第１希望、第２希望、第３希望の順に優先させる。（第

４希望以降も同様の考えとする。）

（３）希望状況でも同位となる場合は、①～⑤の順に優先順位を判定する。ただし、いず

れにおいても、新規入所申込を転所申込より優先する。

① 父母のうち採択されなかった者の点数（点数の高い者を優先させる。）

② 当該児童の出生順位。（同一生計でない者は除外しカウントする。出生順位の低い児童を優先させる。）

③ 未就学児童の多い世帯（同一生計でない者は除外しカウントする。より多子である方を優先させる。）

④ 保育を必要とする日（家庭における保育を必要とする事由の発生日（下表）を比較し、早い者を優先させる。）

⑤ 経済状況（市民税課税所得金額の低い世帯を優先する。未申告者や転入者で課税資料未提出者は比較不能で

あるため、最も優先度を低く扱う。）

認定要件 保育を必要とする事由の発生日（判断基準日）

就労

（育児休暇明けを除く）

就労日（但し、就労日が支給認定期間初日より前の場合は、支給認定期間初日とする。）

又は就労予定日

就労

（育児休暇明け）

就労復帰予定日（但し、入所不承諾に伴い育児休業を延長した場合は、変更前の就労

復帰予定日）

妊娠・出産 支給認定期間初日

疾病・障害・介護 支給認定期間初日

就学 就学日（但し、就学日が支給認定期間初日より前の場合は、支給認定期間初日とする。）

又は就学予定日

災害復旧 支給認定期間初日

（４）生命又は身体に危害を及ぼす暴力や言動を受けており、緊急に児童の保護が必要と

認められる場合など、児童福祉の観点から市長が特に必要と認める場合には、上記に

よらず保育所等の利用を認めることがある。

３ 基準表  別表のとおり

 ４ 広域利用における取扱い

   市外に居住する保育認定を受けた児童が本市に所在する特定教育・保育施設等を利用

する場合については、本市に居住する児童の利用調整後、希望保育施設において児童の

受入が可能な場合にのみ利用できるものとする。
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改正前



6


